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平
成
25
年
３

月
、
と
う
と
う

ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク

（
Ｍ
Ｄ
）の
生
産

が
終
了
し
ま
し

た
。
20
年
も
販

売
さ
れ
て
き
た

メ
デ
ィ
ア
が
実
に
あ
っ
け
な
く
終

わ
り
を
迎
え
た
理
由
に
は
、
後
発

の
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

次
世
代
メ
デ
ィ
ア
の
人
気
が
高
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
実
際
、
街
中
で
Ｍ
Ｄ
を
見
か
け

る
こ
と
も
減
り
、
絶
滅
状
態
と
い

え
ま
す
。今
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
直
接
音
楽
を
聴
く
ス
タ
イ
ル
が

殆
ど
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
翻
っ
て
保
育
業
界
で
は
、
曲
順

編
集
な
ど
の
容
易
さ
か
ら
、
い
ま

だ
に
Ｍ
Ｄ
を
運
動
会
な
ど
で
使
用

さ
れ
て
い
る
園
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　
世
間
で
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
Ｓ

Ｄ
カ
ー
ド
で
Ｍ
Ｐ
３
を
再
生
す
る

次
世
代
音
響
メ
デ
ィ
ア
が
優
勢
の

よ
う
で
す
が
、い
か
ん
せ
ん「
運
動

会
で
使
用
で
き
る
音
響
機
器
」レ

ベ
ル
で
の
普
及
は
ま
だ
の
よ
う
で
す
。

　
幸
い
、
Ｍ
Ｄ
デ
ィ
ス
ク
の
販
売

は
暫
く
続
く
よ
う
で
す
。
今
の
間

に
ス
ト
ッ
ク
す
る
か
、
そ
れ
と
も

次
世
代
メ
デ
ィ
ア
に
移
行
す
る
の

か
。
頭
の
痛
い
選
択
に
な
り
そ
う

で
す
。 

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｎ
）
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８
月
８
日
、シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
２

回
と
な
る
懇
談
会
に
は
、
保
育
士
養
成
校
か
ら
89
人
、
保
育
園
か

ら
１
４
０
人
が
参
加
。
馬
場
耕
一
郎
氏
（
厚
生
労
働
省 

雇
用
均

等・児
童
家
庭
局 

保
育
課 

保
育
指
導
専
門
官
）
と
山
岡
崇
浩
氏

（
厚
生
労
働
省 
近
畿
厚
生
局 

健
康
福
祉
部 

指
導
養
成
課 

主

査
）
か
ら
の
話
題
提
供
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

保
育
の
動
向
に
つ
い
て 

 

馬
場
氏

　
現
在
、
待
機
児
童
対
策
が
急

務
で
あ
る
一
方
で
、
全
国
的
に

は
約
７
万
人
の
児
童
の
枠
が
空

い
て
い
る
現
状
認
識
も
大
切
と

し
た
う
え
で
、子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
つ
い
て
説
明
。

　
財
政
面
と
な
る
消
費
税
ア
ッ

プ
の
問
題
が
あ
る
が
、
10
％
に

し
て
も
０
・
７
兆
円
増
の
２
兆

円
に
な
る
が
、
老
人
関
係
の
50

兆
円
と
比
べ
て
も
低
く
、
実
際

に
は
フ
ラ
ン
ス
並
み
の
20
％
程

度
が
必
要
と
指
摘
。

　
新
制
度
施
行
後
の
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
で
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
・
保
育
士
資
格
を
併

有
し
た
保
育
教
諭
が
必
要
で
あ

る
。
移
行
後
５
年
間
は
片
方
の

資
格
を
有
し
て
い
れ
ば
、
保
育

教
諭
と
な
れ
る
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

　
経
過
措
置
期
間
中
、
保
育
士

資
格
の
み
の
者
は
、
３
年
か
つ

４
，３
２
０
時
間
以
上
の
実
務

経
験
を
有
し
て
い
る
と
、
大
学

等
で
８
単
位
の
取
得
の
み
で
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
養
成
校
の
先
生
方
に
も
、
卒

業
生
に
対
し
て
情
報
提
供
や
資

格
取
得
の
た
め
、
夜
間
開
校
や

夏
休
み
集
中
講
座
・
土
日
開
校

な
ど
が
望
ま
れ
る
と
言
及
さ
れ

ま
し
た
。
待
機
児
童
解
消
加
速

化
プ
ラ
ン
の
処
遇
改
善
は
平
成

26
年
度
も
実
施
の
見
込
み
で

す
。

　
保
育
の
質
の
一
例
と
し
て
、

３
歳
児
ク
ラ
ス
で
20
人
の
児
童

が
在
籍
し
て
い
る
時
よ
り
、
15

人
で
あ
る
方
が
、
怪
我
の
発
生

率
は
何
％
少
な
い
│
保
育
の
世

界
は
数
字
で
は
な
か
な
か
表
す

こ
と
が
難
し
い
が
、
財
務
省
な

ど
他
省
と
の
折
衝
で
も
、
具
体

的
な
数
字
や
デ
ー
タ
を
示
す
こ

と
が
重
要
と
指
摘
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
、
保
育
所
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
基
本

は
「
完
全
除
去
」「
解
除
」
の

よ
り
良
い
保
育
の
た
め
の
協
働

│ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
向
け
て

第
２
回
保
育
士
養
成
校
と
保
育
園
と
の
研
究
懇
談
会

両
極
で
対
応
を
進
め
る
べ
き
で

あ
り
、
事
故
防
止
の
徹
底
を
強

調
。

　
風
疹
の
問
題
に
つ
い
て
も
懸

念
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｋ
）

保
育
士
養
成
校
の
実
地
調

査
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 

山
岡
氏

　
今
年
度
の
対
象
施
設
は
、
新

規
設
置
や
実
地
調
査
の
間
隔
が

空
い
た
学
校
か
ら
進
め
て
い

き
、
年
度
末
ま
で
可
能
な
限
り

行
う
予
定
で
す
。
以
前
は
、
全

体
説
明
会
や
実
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
各
校
、

電
話
に
よ
る
事
前
確
認
後
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
関

し
て
は
、
定
員
の
充
足
率
や
各

校
で
の
科
目
履
修
が
的
確
に
行

わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
重
点
的

に
見
ま
す
。

　
今
後
、
定
期
指
導
調
査
結
果

と
指
導
内
容
を
取
り
ま
と
め
、

近
畿
厚
生
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
開
示
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｈ
・
Ｍ
）

（
２
面
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
掲
載
）

馬場耕一郎氏
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大
阪
府
の
地
方
版
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
あ
る

「
大
阪
府
子
ど
も
施
策
審
議

会
」
が
８
月
５
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
が

２
年
の
た
め
、
前
期
か
ら
の

委
員
と
今
年
度
か
ら
新
た
な

委
員
合
わ
せ
て
20
名
が
決
ま

り
ま
し
た
。
保
育
部
会
か
ら

は
森
田
信
司
副
部
会
長
が
参

画
。
今
後
、
審
議
会
の
開
催

に
あ
わ
せ
、
そ
の
内
容
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
山
野
則

子
氏
（
大
阪
府
立
大
学
地
域

保
健
学
域
教
育
福
祉
学
類
・

人
間
社
会
学
部
教
授
）
を
会

長
に
選
出
し
、
善
野
八
千
子

氏
（
奈
良
文
化
女
子
短
期
大

学
幼
児
教
育
学
科
学
科
長
・

教
授
）
が
会
長
代
理
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
置
か
れ
て
い

た
「
交
付
金
対
象
事
業
選
定

部
会
」
に
加
え
て
「
計
画
策

定
部
会
」
の
設
置
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
７
人
の
委
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
大
阪
府
に

お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
新
た
な
「
大
阪
府
子
ど

も
総
合
計
画
（
仮
称
）」
が
平

成
27
年
３
月
策
定
を
目
標
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
「
大
阪
府
子
ど
も
施

策
審
議
会
」
は
、
大
阪
府
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
今

後
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
の
議
論
も
こ
の
審
議
会

や
「
計
画
策
定
部
会
」
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
８
月
７
日
に
は
第
１
回
の

「
計
画
策
定
部
会
」が
開
催
さ

化
し
共
通
理
解
で
き
る
よ
う
に

組
織
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
就
職
し
た
後
も
保
育
園
と
養

成
校
が
連
携
し
、フ
ォ
ロ
ー
で

き
る
よ
う
な
体
制
が
必
要
。

・
保
育
園
と
学
生
が
交
流
で
き

え
て
い
る
。

・
優
秀
な
学
生
で
も
叱
ら
れ
る

と
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
実
習
で
は
成
功
体
験
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
理
想
像
や
目
標
に
な
る
実
習

先
で
の
出
会
い
が
大
切
。

〈
保
育
園
〉

・
文
章
化
さ
れ
て
い
な
い
、
今

ま
で
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

独
自
の
ル
ー
ル
が
多
い
。
新
卒

の
保
育
士
は
そ
れ
に
困
惑
す
る

こ
と
が
多
い
。
ル
ー
ル
を
明
確

　
27
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
「
養
成
校
と
保
育
園

と
が
連
携
・
協
働
し
て
取
り
組

め
る
こ
と
」
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
出

た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
養
成
校
〉

・
就
職
先
を
選
択
す
る
際
、
保

育
内
容
や
給
与
面
な
ど
で
な

く
、
園
の
雰
囲
気
や
人
間
関
係

を
重
視
す
る
学
生
が
増
え
て
い

る
。

・
実
習
の
際
に
、
保
育
士
が
子

ど
も
や
職
員
に
対
す
る
口
調
な

ど
些
細
な
こ
と
に
敏
感
で
あ

る
。

・
成
功
体
験
が
少
な
く
、
自
信

が
な
く
、不
安
に
思
っ
て
お
り
、

褒
め
ら
れ
て
伸
び
る
学
生
が
増

れ
、
今
後
実
施
さ
れ
る
市
町

村
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
対
す
る

大
阪
府
の
雛
形
を
提
示
す
る

た
め
の
議
論
が
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
委
員
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
、
８
月
16
日
に
は
事

務
局
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
８

月
19
日
か
ら
の
各
市
町
村
と

の
圏
域
会
議
に
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
い
て
も
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
は
じ
め
、
新

制
度
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
れ
か
ら
半
年
ぐ
ら
い
が

正
念
場
と
考
え
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
（
計
画
）
を
作
り

上
げ
た
い
も
の
で
す
。

　「
大
阪
府
子
ど
も
施
策
審

議
会
」
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー

は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.osaka.

jp/kosodateshien/
shingikai/
 

（
森
田
信
司
副
部
会
長
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
１
面
よ
り
続
く
）

　８月26日、大阪府社協、施設正副部会長会議、市
町村社協連合会、民児協連合会の４者連名で「平成
26年度大阪府当初予算に対する要望書（全17項目）」
を提出。保育部会に関するものは次の２項目です。
●地域主権改革による市町村への権限移譲後におい
て、これまでの大阪府の指導方針等が市町村に十分
に引き継がれ、指導内容に齟齬が生じないようブ
ロック連絡会等の開催をはじめ一層の連携と指導を
図られたい。

●子ども・子育て支援新制度の総合的かつ計画的な施
行に向けて、地域の子育て支援ニーズがバランスよ
く適切に把握されるよう実施計画の策定にあたって
は市町村に対し適正な助言及び指導をされたい。あ
わせて、保育士等の人材確保については、具体的か
つ実効性ある対策を講じられたい。

詳細及び府からの回答は次号。

大阪府への予算要望

保
育
士
養
成
校
と
保
育
園
と
の

研
究
懇
談
会

こ
れ
か
ら
半
年
が
正
念
場

 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

る
機
会
を
作
り
、
学
生
の
価
値

観
を
知
る
こ
と
で
お
互
い
に
理

解
が
深
く
な
る
。

　
他
に
も
「
お
互
い
に
本
音
で

話
す
こ
と
が
で
き
た
」「
新
た
な

つ
な
が
り
が
で
き
た
」「
お
互

い
の
苦
労
を
知
り
、
理
解
が
深

ま
っ
た
」
な
ど
懇
談
会
参
加
者

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
阪
府
子
ど
も
施
策
審
議
会
」レ
ポ
ー
ト

本音で意見を交わし合う参加者

熱気あふれる会場
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中
穂
積
敬
愛
保
育
園
は
、

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
の
す
ぐ

近
く
、
開
園
2
年
目
に
な
る
90

人
定
員
の
保
育
園
で
す
。

　
玄
関
に
は
、
か
ら
く
り
ボ
ー

ル
が
転
が
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

に
も
喜
ば
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な

さ
い
」
が
素
直
に
言
え
る
心
を

大
切
に
す
る
こ
と
、
仏
の
教
え

に
基
づ
い
た
「
心
を
育
て
る
保

育
」
を
大
切
に
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
大
切

に
し
て
、
押
し
つ
け
で
は
な
く

自
分
の
力
で
気
付
き
行
動
す
る

こ
と
、
発
達
段
階
に
あ
っ
た
活

京
阪
枚
方
市
駅
か
ら
北

へ
徒
歩
十
数
分
、
天

の
川
保
育
園
は
、
定
員
１
６
０

人
の
保
育
園
で
す
。
平
成
元
年

の
区
画
整
理
に
よ
る
移
転
を
経

て
、
今
年
41
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
保
育
の
中
で
特
に
面
白
か
っ

た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ（
以
下
、ス
ポ
チ
ャ
ン
）」。
地

域
子
育
て
支
援
事
業
で
、
父
と

子
参
加
の「
ル
ー
ル
の
あ
る
あ

そ
び
」
を
企
画
し
て
い
た
時
に

生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。
父

親
参
加
の
活
動
推
進
は
時
代
の

要
請
で
あ
り
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
達
障
が
い
児
へ
の

支
援
に
も
効
果
的
で
す
。
支
援

保
育
を
計
画
し
て
い
る
際
に
参

加
し
た
研
修
で
も
、
感
覚
統
合

（
環
境
の
な
か
で
自
分
の
身
体

を
適
応
さ
せ
る
た
め
の
感
覚
情

報
処
理
）
障
が
い
の
療
育
の
一

例
と
し
て
ス
ポ
チ
ャ
ン
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
の
を
機
に
、
体
力

づ
く
り
も
兼
ね
た
園
児
へ
の
設

定
保
育
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
思
い
っ
き
り
は
し
ゃ
ぎ
回
れ

る
ス
ポ
チ
ャ
ン
は
、
子
ど
も
た

ち
の
お
気
に
入
り
。
剣
道
同

様
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
り

ま
す
。
ル
ー
ル
も
し
っ
か
り
身

に
つ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
年
２
回
、
食
材
に
ふ

れ
る
機
会「
食シ
ョ
ッ（
触
）キ
ン
グ
デ

イ
」
を
設
け
、
野
菜
の
育
成
や

栄
養
の
お
話
を
し
て
食
材
自
体

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
食
育

の
取
り
組
み
も
実
施
。
食
育
担

当
者
は
大
忙
し
で
す
。

　
調
理
室
か
ら
料
理
を
出
す
た

動
方
法
を
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
絵
画
、造
形
遊
び
、リ
ズ
ム
遊

び
、
こ
と
ば
遊
び
、
ハ
ー
ト
プ

レ
イ
（
心
を
揺
さ
ぶ
る
遊
び
）、

体
育
遊
び
、
お
習
字
、
ス
イ
ミ

ン
グ
、
Ｅ
〜
タ
イ
ム
（
英
語
保

育
）
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
個
性
を
伸
ば
せ
る

充
実
し
た
保
育
活
動
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
四
季
折
々
の
季
節
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
行
事
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
あ
る
姉
妹
系
列
園
と
の

交
流
も
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
園
だ
け
で
は
な
く
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と
関
わ
る

こ
と
で
、
助
け
合
い
や
競
争
心

が
養
わ
れ
、
刺
激
あ
る
環
境
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居
を
読
ん

で
く
れ
た
り
、
年
長
組
に
コ
マ

回
し
を
教
え
て
く
れ
る
「
お
話

め
の
配
膳
棚
に
は
ヒ
ー
タ
ー
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
冬
場

で
も
温
度
が
下
が
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
重

視
す
る
点
で
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
園
児
と
職
員
合
わ
せ
２
０
０

食
前
後
の
調
理
を
す
る
に
は
、

こ
の
よ
う
な
配
慮
は
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

体力づくりと礼儀作法
スポチャンは大のお気に入り

「ありがとう」「ごめんなさい」
素直に言える心を大切に

食材に興味もつ「食キングデイ」
四季いつでもあったか給食

よい保育はよい環境から
高めていく先生たちの向上心

保育園を
たずねて
477

枚方市 天の川保育園

茨木市 中穂積敬愛保育園

お
じ
い
さ
ん
」
が
現
れ
ま
す
。

理
事
長
先
生
が
変
身
し
た
姿
で

す
。
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
子
ど

も
た
ち
が
経
験
す
る
こ
と
で
、

年
長
者
を
敬
う
心
や
、
日
本
の

文
化
を
受
け
継
い
で
い
く
心
が

培
わ
れ
ま
す
。

　
よ
い
保
育
は
よ
い
環
境
か
ら

│
夢
と
創
造
性
の
あ
ふ
れ
る
園

舎
と
清
潔
な
環
境
、
保
育
士
の

資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
の

数
々
…
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
保
護
者
に
と
っ
て
安

心
で
き
る
環
境
は
、
常
に
向
上

を
心
掛
け
る
先
生
方
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｎ
）

みんなが大好きな お話おじいさん

エイッ！ヤァ！トォ！

食ing day「おだし」をみんなで味比べ
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昭
和
51
年
、堺
市
西
区
に

定
員
90
人
で
開
園
し

た
鳳
西
保
育
園
は
、
昭
和
54
年

に
定
員
１
１
０
人
に
増
員
、
平

成
14
年
４
月
に
は
新
園
舎
改
築

に
伴
い
１
２
０
人
に
増
員
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
24
年
７
月
に
第
２
園
舎

を
建
築
。
２
階
に
は
、
運
動
で

き
る「
動
の
ス
ペ
ー
ス
」と「
静
の

ス
ペ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。
幼
児

期
に
経
験
し
て
お
き
た
い
36
種

類
の
基
本
的
な
動
き
の
ほ
と
ん

ど
が
経
験
で
き
る
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。
か
ら
だ
を
動
か
す

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
は
体
験

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
仲
間
と
と
も
に
生
き
生
き

と
活
動
す
る
子
」
を
柱
に
、「
自

み
の
り
学
園
南
嶺
保
育

園
の
前
身
は
大
正
年

間
に
遡
り
ま
す
。
寺
の
住
職
で

あ
っ
た
和
田
達
源
大
僧
正
が

「
み
の
り
子
供
園
」を
大
阪
市
で

創
設
。
戦
災
を
経
て
、
河
内
長

野
市
に
移
り
ま
し
た
。
周
囲
の

緑
豊
か
な
森
林
は
府
立
花
の
文

化
園
へ
と
続
く
素
敵
な
お
散
歩

コ
ー
ス
。

　
現
在
の
園
長
の
石
川
桂
子
先

生
は
「
保
育
園
を
家
庭
に
近
い

環
境
に
し
て
あ
げ
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
コ
ー
ナ
ー
保
育
を

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
室
の
間
取
り
が
広
い
た

め
、
コ
ー
ナ
ー
を
戸
棚
で
区
切

り
、
寝
食
分
離
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
部
屋
に
絵
本
、
お
も

ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
自
主
的
に
遊
び
動
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
朝
は
毎
日
、
体
操
と
か
け
っ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
裸
足
で

園
庭
を
か
け
ま
わ
る
子
、
竹
馬

を
す
る
子
、
鉄
棒
を
す
る
子
な

ど
子
ど
も
の
主
体
性
に
任
せ
て

体
力
を
養
い
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
親
子
で
遊
ぼ
う
教
室
」は
毎
週

木
曜
日
、
常
時
30
組
近
い
親
子

が
参
加
さ
れ
定
員
い
っ
ぱ
い
。

特
に
乳
幼
児
の
食
事
作
り
は
、

栄
養
士
や
調
理
師
が
保
育
士
と

一
体
と
な
っ
て
実
践
ア
ド
バ
イ

ス
。
そ
の
場
で
食
べ
る
な
ど
、

食
育
に
力
を
い
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
毎
月
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の

レ
シ
ピ
も
提
供
。
お
母
さ
ん
た

ち
に
大
変
好
評
で
す
。
　

ら
考
え
創
り
だ
す
子
」「
思
い
や

り
の
あ
る
子
」「
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
子
」
を
保
育
目
標
に
、
生

き
る
力
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
育
ち
を
大
切
に
し
た
保
育
を

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
育
で
は
「
種
植
え
か
ら
口

の
中
」
ま
で
を
考
え
て
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
を
自
ら

育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
楽
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

米
の
苗
を
植
え
て
い
る
田
ん
ぼ

の
中
で
金
魚
を
飼
い
、
自
ら
え

さ
や
り
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
生
を
感
じ
て
い
ま

す
。家
庭
の
温
か
さ
を
大
切
に
、

で
き
る
限
り
無
添
加
の
食
材
を

使
っ
た
手
作
り
給
食
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
と
し
て
の
心
、
伝
統

的
な
作
法
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
茶
道
も
保
育
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
普
段
と
は
違

う
雰
囲
気
の
中
、
気
持
ち
を
落

ち
着
か
せ
、
集

中
し
て
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

　「
色
々
な
経

験
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
興
味
を
も

ち
、
一
つ
ひ
と

つ
の
自
信
が
こ

　
ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
身
体
測
定
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
個
別
に
記
録
し
、
お
母

さ
ん
と
の
健
康
相
談
の
機
会
も

設
け
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
南
嶺
保
育
園
で
し

た
。 

（
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｍ
）

保育園を
たずねて
478

れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
他
の

自
信
に
つ
な
げ
て
い
き
、
生
き

る
意
欲
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
笑
い
の
絶
え
な

い
、
笑
顔
で
つ
く
る
保
育
園
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
高
槻

良
平
園
長
は
仰
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｋ
）

家庭に近い環境づくり
自主的に遊び動けるコーナー保育
保育園・家庭・地域が一体
「親子で遊ぼう教室」は大人気

河内長野市 南嶺保育園

からだ動かす楽しさ経験する
動のスペース・静のスペース
家庭の温かさを大切にした食育
一つひとつの自信を意欲につなげる

堺 市 鳳西保育園

絵本コーナー

緑豊かな環境の中に保育園があります

園舎

第２園舎２階 運動スペース
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保
育
のまど
83

まど

さまざまな業務を電子化し
子どもとふれあいの時間へ

● 保育園における業務改善 ●

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
目
指
し

独
自
の
シ
ス
テ
ム
作
り

　
昭
和
50
年
設
立
の
と
き
わ
保

育
園
（
堺
市
北
区
）
は
、
平
成

22
年
度
に
新
し
く
園
舎
を
建
て

替
え
、
耐
震
補
強
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
を
目
指
し
、
保
育
園
独
自
の

パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、

手
書
き
の
書
類
の
電
子
化
を
進

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
あ
る
事
務
日
誌
や
給

食
日
誌
、
給
食
簿
、
保
育
日
誌

は
、
電
子
化
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

が
リ
ン
ク
。
乳
児
と
幼
児
に
分

か
れ
た
食
数
計
算
が
可
能
で
、

日
誌
類
や
指
導
案
を
デ
ー
タ

化
。新
園
舎
に
な
る
と
同
時
に
、

業
者
と
連
携
し
、
電
子
化
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
児
童
原
簿
を
園
児
台
帳

と
し
て
入
力
す
る
こ
と
で
、
個

人
情
報
が
管
理
し
や
す
く
な

り
、
各
指
導
案
や
個
人
計
画
を

作
成
す
る
際
の
業
務
省
略
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
登
降
園
名
簿
が
「
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
方
式
」に
な
っ
た
こ
と
で
、

か
な
り
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
実

現
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
毎
に
一

画
面
に
表
示
さ
れ
、
出
席
・
欠

席
・
降
園
が
色
分
け
さ
れ
、
担

任
以
外
で
も
ク
ラ
ス
の
状
況
が

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
送
迎
時
間
や
送
迎
者
が
自
動

登
録
さ
れ
、
月
別
年
間
の
出
席

簿
と
し
て
記
録
集
計
さ
れ
ま

す
。
保
育
日
誌
に
も
出
席
人
数

や
欠
席
理
由
が
リ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
書
き
込
み

し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
業
務
改
善
の
た
め

書
類
を
書
く
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

時
間
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　
進
級
す
る
際
に
は
年
月
日
を

打
ち
込
む
こ
と
で
自
動
的
に
新

年
度
の
「
ク
ラ
ス
」
へ
書
き
か

え
ら
れ
ま
す
。
入
所
予
定
児
は

入
所
予
定
年
月
日
を
入
力
す
る

こ
と
で
自
動
的
に
該
当
月
か
ら

表
示
さ
れ
ま
す
。

　
他
に
も
、
保
護
者
や
職
員
に

向
け
た
一
斉
メ
ー
ル
送
信
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ス
テ
ム
が

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
更
な
る
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
、

そ
し
て
よ
り
一
層
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
え
る
時
間
を
つ
く
っ

て
い
く
│
そ
ん
な
意
欲
的
な
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

あ
り
ま
す
。

も
っ
と
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
え
る
時
間
を

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
先
生
方
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
更
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
書

類
管
理
上
の
業
務
省
略
、
ペ
ー

ときわ保育園（堺市）

電子化により、様々な書類のペーパーレスを実現
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
１
９
２
３
（
大
正
12
） 

年
９
月
１

日
、
相
模
湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
大
規
模
な
地
震
。

被
災
者
14
万
人
超
の「
関
東
大
震
災
」

を
教
訓
と
し
て
、
昭
和
35
年
９
月
１

日
を
「
防
災
の
日
」
と
制
定
。
台
風

の
厄
日
・
二
百
十
日
と
重
な
る
。気
ぃ

付
け
な
あ
か
ん
旬
、
暑
さ

寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
あ
と

も
う
一
息
、
頑
張
り
ま

ひ
ょ
。

　
さ
て
、
権
限
移
譲
に
よ

る
自
治
体
の
指
導
監
査
が
本
格
化
す

る
時
期
、
は
た
ま
た
如
何
な
る
珍
問

答
が
出
現
す
る
か
も
…
不
安
と
期
待

（
？
）
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
監

査
担
当
連
絡
会
の
皆
様
と
意
見
交
換

を
し
た
い
と
申
し
入
れ
を
し
て
い
る

が
、
未
だ
回
答
は
無
い
。
年
度
末
に

は
回
答
が
届
く
も
の
と
期
待
。
そ
の

昔
、
堺
市
が
中
核
市
に
な
っ
た
際
、

私
共
の
申
し
入
れ
を
「
あ
ん
た
ら
と

は
話
を
す
る
立
場
に
な
い
！
」
と
言

い
放
っ
た
人
が
い
た
。

　
今
、
北
大
阪
の
皆
さ
ん
中
心
の
海

外
研
修
で
パ
リ
へ
。
昭
和
40
年
代
後

半
の
保
育
士
不
足
の
引
き
止
め
策
の

一
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
研
修
、

40
年
ほ
ど
続
い
て
い
る
。
今
回
は
行

先
・
時
期
も
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
見

を
尊
重
。
パ
リ
は
店
が
開
い
て
る
か

が
気
が
か
り
。
夏
に
長
い
休
暇
を
取

る
フ
ラ
ン
ス
や
か
ら
…
。

　
全
国
研
修
会
で
、
調
査
研
究
委
員

会
制
作
の
ビ
デ
オ
『
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
っ
て

な
〜
に
？
』
が
「
大
阪
府
保
育
協
議

会
が
自
費
作
成
」
と
し
て
紹
介
・
放

映
さ
れ
た
。
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、

ま
だ
ま
だ
使
え
る
と
の
関
川
芳
孝
先

生
（
大
阪
府
立
大
学
）
の
評
価
に
ニ

ン
マ
リ
。
た
だ
、
会
場
に
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の

機
器
が
無
く
、
講
師
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
落

と
し
て
放
映
。

　
森
田
・
調
査
研
究
委
員
長
に
早
速

連
絡
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
も
含
ん
だ

新
た
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
調
研
で
計
画
中

と
の
回
答
に
、
大
変
心
丈
夫
を
感
じ

た
次
第
。「
売
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
？ 

事
故
を
事
前
に
防
ぐ
素
晴
ら
し
い
内

容
！
」
と
関
川
先
生
。
調
研
の
皆
さ

ん
、
頑
張
り
を
。

　
六
尺
ヘ
チ
マ
が
実
を
ど
ん
ど
ん
伸

ば
し
て
い
る
。
今
月
に
実
を
着
け
た

の
は
摘
む
。
よ
ほ
ど
肥
料
を
続
け
て

や
ら
な
い
と
モ
ノ
に
な
ら
な

い
。
一
尺
以
内
は
皮
を
剥
い

て
炒
め
モ
ノ
に
し
て
食
べ
ら

れ
る
。
私
は
食
べ
た
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
が
（
笑
）。

　
秋
は
運
動
会
の
練
習
に
力
が
入
る
。

熱
心
過
ぎ
る
と
登
園
を
嫌
が
る
園
児

も
い
て
、
担
当
保
育
士
も
頭
が
痛
い
。

鉄
棒
逆
上
が
り
が
５
歳
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
大
き
な
障
壁
。
巧
く

ク
リ
ア
す
る
指
導
法
を
数
年
前
に
副

園
長
が
編
み
出
し
た
！ 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

北
大
阪

南
大
阪

「
社
会
人
の
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
」
研
修
会

　
７
月
30
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
の

エ
ン
パ
イ
ア
ル
ー
ム
で
大
阪
府

保
育
部
会
、
北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

会
主
催
の
研
修
会
に
１
６
４
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の
山

下
豊
充
氏
（
帝
国
ホ
テ
ル
宴
会

サ
ー
ビ
ス
支
配
人
）
が
ス
ラ
イ

ド
を
見
せ
な
が
ら
主
に
エ
チ

ケ
ッ
ト
と
マ
ナ
ー
の
違
い
に
つ

い
て
説
明
。エ
チ
ケ
ッ
ト
は
、形

式
を
知
っ
た
上
で
の
礼
儀
。
マ

ナ
ー
は
、
相
手
に
対
し
て
の
心

遣
い
。
今
か
ら
会
う
人
に
対
し

て
失
礼
が
な
い
か
、
部
屋
に
入

る
前
に
化
粧
室
で
身
だ
し
な
み

を
チ
ェ
ッ
ク
、
自
分
の
今
回
の

立
場
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、
異

文
化
の
尊
重
、序
列
の
重
要
性
、

右
方
上
位
、
返
礼
、
レ
デ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
な
ど
、
相
手
や
周

り
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
最
善

の
行
動
を
心
掛
け
る
こ
と
の
重

要
性
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
食

事
を
楽
し
く
周
り
の
人
に
不
愉

快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
の
が

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
国

際
感
覚
を
養
い
世
界
に
通
用
す

る
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
る

た
め
の
心
得
。
し
か
し
一
番
大

切
な
の
は
和
や
か
で
楽
し
い
雰

囲
気
づ
く
り
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
人
間
関
係
の
潤
滑
油
と

し
て
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
り
、
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と

が
最
も
大
切
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
他
人
へ
の
配
慮
、
心
遣
い

な
ど
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、

人
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
、相
手
の
こ
と
を
考
え
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
思
い
や

り
の
あ
る
保
育
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く

さ
せ
ら
れ
た
有
意
義
な
研
修
会

で
し
た
。

 （
畷
ア
サ
ヒ
ヶ
丘
保
育
園
Ｔ
・
Ｉ
）

　
石
川
保
育
園
（
南
河
内
郡
河

南
町
）
で
音
楽
研
修
を
開
催
。

山
地
寛
和
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

生
涯
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事

長
）
に
よ
る
「
幼
児
の
た
め
の

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
指
導
法
」
と

「
楽
器
遊
び
と
合
奏
指
導
法
」の

２
部
構
成
の
研
修
で
し
た
。
実

践
を
交
え
た
楽
し
い
内
容
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
。

　「
音
楽
っ
て
楽
し
い
！
」「
や

り
た
い
！
」
と
子
ど
も
た
ち
が

思
え
る
よ
う
に
、
先
生
が
「
し

な
さ
い
」
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
に
問
い
か
け
、
一
緒
に
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
以

下
は
研
修
の
内
容
。

〈
お
返
事
ゲ
ー
ム
〉ピ
ア
ノ
の
音

の
高
さ
で
「
○
○
組
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
「
は
ー
い
」
と
返
事

を
す
る
。
聴
い
た
音
を
声
に
出

す
こ
と
が
で
き
る
か
、
音
階
の

練
習
に
な
る
。

〈
ホ
ー
ス
で
運
動
会
〉
ス
ポ
ン

ジ
ボ
ー
ル
を
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
パ
イ
プ
で
吹
い
て
転
が
し
、

ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
ゲ
ー
ム
。
楽

し
み
な
が
ら
吹
く
こ
と
を
知
る
。

〈
小
さ
な
発
表
会
〉発
表
会
と
な

る
と
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
す
る

の
で
、日
頃
の
練
習
か
ら
４
〜
５

人
が
前
に
出
て
演
奏
す
る
こ
と

で
、前
に
出
る
緊
張
感
に
慣
れ

る
。

〈
ピ
ア
ノ
が
上
達
す
る
方
法
〉ど

こ
に
何
の
音
が
あ
る
か
が
分
か

る
と
早
く
上
達
す
る
。
な
る
べ

く
鍵
盤
は
見
な
い
で
弾
く
こ
と

が
良
い
。

　
そ
の
他
、
楽
器
を
大
切
に
扱

う
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
意
識

さ
せ
る
か
。
人
間
と
違
っ
て
絆

創
膏
を
は
っ
て
治
る
も
の
で
は

な
い
と
い
っ
た
解
り
や
す
い
表

現
を
す
る
か
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。 （
高
屋
保
育
園
Ｓ
・
Ｔ
）

実
を
伸
ば
す
六
尺
ヘ
チ
マ
。
運
動
会
へ
力
が
入
る

防
災
の
日
、台
風
の
厄
日
・
二
百
十
日

「
幼
児
の
た
め
の

  

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
」な
ど練習に熱心な参加者

テーブルマナー実践中


